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【 補 正 の 内 容 】
　 【 請 求 項 １ 】 　 光 ス ポ ッ ト を 光 デ ィ ス ク の ト ラ ッ ク 上 に 追 従 さ せ 信 号 を 記 録 し ま た は 再
生 す る 光 ヘ ッ ド と 、
　 前 記 光 ス ポ ッ ト が 前 記 光 デ ィ ス ク の ト ラ ッ ク 上 を 横 切 る よ う に 、 前 記 光 ヘ ッ ド お よ び 上
記 記 録 媒 体 を 相 対 的 に 駆 動 す る 駆 動 手 段 と 、
　 前 記 光 デ ィ ス ク か ら の 反 射 光 を 受 光 す る 分 割 し た 光 検 出 手 段 と 、
　 前 記 光 検 出 手 段 の 出 力 の 加 算 、 減 算 信 号 を 出 力 す る 演 算 手 段 と 、
　 前 記 演 算 手 段 の 出 力 か ら 直 流 成 分 を 除 去 す る 高 域 通 過 フ ィ ル タ 手 段 と 、
　 前 記 駆 動 手 段 に よ り 光 ス ポ ッ ト が 光 デ ィ ス ク の ト ラ ッ ク 上 を 横 切 る よ う に 前 記 光 ヘ ッ ド
お よ び 記 録 媒 体 を 相 対 的 に 駆 動 す る 際 に 、 所 定 時 間 、 前 記 高 域 通 過 フ ィ ル タ 手 段 に 所 定 の
値 を 設 定 す る オ フ セ ッ ト 設 定 手 段 と 、
　 前 記 高 域 通 過 フ ィ ル タ 手 段 の 出 力 の ト ラ ッ ク ク ロ ス 成 分 と 所 定 の レ ベ ル と を 比 較 す る 比
較 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る の オ フ ト ラ ッ ク 検 出 回 路 。光 デ ィ ス ク


	header
	written-amendment

